
【導入】

「これからさきずっと一人なのかな」

不安げに、そう語る友人。

彼女は、幼いころ児童養護施設に保護され、１８歳で退所。

退所するまでは、カラオケやショッピングに行ったり、たくさんの楽しい時を過ごしまし

た。

しかし、退所が決まった１８の春。

彼女は、行く先も頼れる人も何もかも失い、身体1つで社会という荒波に投げ出され
ることになりました。

「仕事が続かない。家賃が払えなくなるかも。」

当初、彼女は私にそう悩みを打ち明けてくれましたが、

その後音信不通となりました。

しかし、もっと適切な支援があれば、彼女の運命は大きく変わっていたかもしれない

のです！！！

本弁論では、児童養護施設退所後の課題を指摘し、その解決について訴えます。

【現状】

児童養護施設とは、保護者のいない子どもや、虐待されている子どもなどを保護し、

自立支援を目的とした施設のことを指します。

現在、全国に約６００か所あり、約３万人がそこで暮らしています。

この施設では、生活に必要な衣食住が提供され、同じ境遇の仲間とともに、職員の

支援を受けることができます。

しかし、いずれ施設を退所しなければならず、毎年１９００人が就労や進学という形で

社会に放り出されるのです。

彼らはケアリーバーと呼ばれ、その境遇から様々な問題に直面しているのです。

その1つに、離職率の高さがあります。
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東京都の調査によると、児童養護施設などを退所した人のうち、仕事を１年未満で辞

めたのは３割。

これは、一般の高校卒業者の１年以内の離職率が、約１割であることと比較すると、

非常に高いことがわかります。

また、彼らは十分な収入を得られず、苦しい生活を余儀なくされています。

実際、厚労省が実施した調査によれば、「生活収支が黒字である」と回答したケア

リーバーは３割にも満たないのです。

そして、彼らの中にはホームレスになってしまう人も存在します。

実際、若年層のホームレスの８人に１人が、児童養護施設出身者であるという研究

結果があります。

このように、ケアリーバーの自立に関する問題は深刻なのです。

ここまで聞いて、これらは社会で困難を抱える全ての人に当てはまるのではないか、

そう思う方もいるかもしれません。

しかし、彼らは、二つの特殊な背景を抱えているのです

１つ目は、親に頼ることが難しい点です。

厚労省によると、児童の約７０%が虐待を理由に入所しており、退所後も頼れる大人
が身近にいないのです。

２つ目は、退所後に孤立しやすい点です。

児童養護施設の職員によると、ケアリーバーは、虐待によるトラウマによって、自立

後に孤立状態に陥ることが多いことが指摘されています。

専門家も、「虐待の経験から、過去の記憶がフラッシュバックする、他人に対しての不

信感を覚える、といった人間関係の問題を抱えてしまう」と分析しています。

実際に、

児童養護施設を退所したある女性。
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彼女は、施設を出て一人暮らしを始めると、虐待の記憶がフラッシュバックするように

なりました。

「常に回りに誰かがいた施設とは異なり、身近に頼れる人が突然いなくなった」

彼女は、虐待のトラウマから精神的に追い詰められ、だれにも頼れず、強い孤独や

不安にさいなまれていたのです。

こうした問題に対し、政府は児童養護施設の１８歳という退所年齢の上限を撤廃。

その結果、施設側が「自立をした」と判断を下すまで、施設での支援を受けられるよう

になりました。

しかし、退所後の支援は未だに不十分なのです。

実際に、2021年度のケアリーバーへの調査によれば、
「退所後に相談したり頼る人がいない」「居場所がない」と回答したのが３割、

「自分はどうすれば良いかわからない」と回答したのが３割いました。

つまり、政府政策は、退所のタイミングを先延ばしにしているにすぎず、

彼らが抱える退所後の困難に対しては手を打っていないのです。

以上をまとめると、日本にはたくさんのケアリーバーが存在しており、多くが退所後の

生活に困難を抱えています。

これに対し、政府も児童養護施設の年齢制限を撤廃しましたが、退所後については

十分に支援が行き届いていないのが現状です。

【問題点】

傷つけられ、捨てられた子供たち。

そんな彼らにとって、施設は最後のよりどころ。

帰るべき場所、頼ることのできる存在を失った彼らにとって、

施設とのつながりは、命綱そのもの。

しかし、その繋がりもずっと続くわけではありません。

ある日を境に「自立できる」と判断されたその瞬間。
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彼らは、新たな居場所を作れないままに、その命綱を断ち切られてしまうのです。

そして、彼らに待ち受けているのは、厳しい現実。

たとえ、苦しくても、悲しくても、

頼ることもできず、たった一人の力で生きていかなくてはならないのです。

【理念】

私の理想は、ケアリーバーたちが、自分自身の力で生きることのできる社会の実現

です。

そのためには、彼らが社会に出るまでの助走期間が必要になります。

そうすることで、彼らは、徐々に力を身に着け、社会に適合していくことができるように

なります。

そして、自らの困難と向き合いながら、人生の一歩を踏み出すことができるようになる

のです。

【方向性】

それでは、ケアリーバーにはどのような支援が必要なのでしょうか。

現在、政府は子どもが施設に入っている段階での支援に注力しています。

しかし、ケアリーバーの当事者からは、現状でも述べたように、退所後の支援が不十

分であると指摘されています。

実際に、児童養護施設全体のわずか３％、全国２０か所でしか、退所後の自立のた

めの支援を実施していません。

その結果、彼らは準備が整わないまま、社会に出されてしまっているのです。

つまり、施設を出た後も支援を受けつつ、自立できるようにする、いわば助走期間が

必要なのです。
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【プラン】

そこで、私は１点のプランを提案します。

それは、ケアリーバーのためのステップアップホーム設立を進め、相談員を配置する

というものです。

具体的にご説明します。

ステップアップホームとは、

自立後の孤立を原因に困難を抱えたケアリーバーを対象として、

住む場所を確保させるとともに、自立に向けた相談支援を行う場所のことを指しま

す。

相談支援に関しては、調布市での例を参考に、退職した教員や児童養護施設職員を

相談員として登用します。

これにより、ケアリーバーが、

気軽に相談できる環境を整える事ができ、安定した生活環境のもと、自立に向かう事

ができるのです。

実際に日野市のホームに所属した方は、本人が入居時に人見知りでコミュニケー

ションがうまくとれず、

アルバイトもままならない状況でした。

しかし、日頃から話をしてくれる職員のおかげで、話すことに自信を持てるようにな

り、様々なことにチャレンジすることができるようになった、と話しています。

そして次に、ケアリーバーの多くが退所後も相談する人がおらず、どうして良いかわ

からないと答えていることから、

ステップアップホームを出た後も、彼らが気軽に相談できるよう、相談員を配置しま

す。

これにより、孤立による困難を防ぐとともに、再度孤立してしまった場合でもステップ

アップホームへ接続できるよう図ります。

実際に調布市の取り組みでは、昨年の３月に３人がホームから出て就職、自立に結

びつけることができた、という報告があります。
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これらのプランにより、困難に直面したケアリーバーが自立への一歩を踏み出すこと

ができ、社会で活躍できる未来が実現できるようになるのです。

【締め】

健やかに成長し、自分の力で生きていく、

そんな子供達の未来が失われてしまう前に！

救いの手を今、差し伸べなければならないのです。

ケアリーバーが明るい未来を歩んでいける社会の実現を願って、本弁論を終了させ

ていただきます。

ご清聴ありがとうございました。
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